
鎌
倉
道
の
文
献
と
遺
構

山

4ζ 

実

は
じ
め
に

中
世
古
道
の
調
査
は
、
城
館
祉
を
め
ぐ
る
景
観
復
元
の
上
で
も
、
重
要
な
作

業
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
を
文
献
史
料
か
ら
詳
細
に
知
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。

関
東
の
中
世
古
道
で
は
、
鎌
倉
街
道
が
知
ら
れ
て
い
る
(
街
道
の
用
字
は
新

し
い
も
の
で
、
以
下
は
鎌
倉
道
と
す
る
)
。
鎌
倉
道
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
相

模
国
風
土
記
稿
』
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
太

平
記
』
、
『
梅
松
論
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
道
を
中
心
と
し
た
研
究
に
は
、
阿
部

正
道
氏
の
論
稿
が
あ
る
。
、
鎌
倉
の
名
が
冠
せ
ら
れ
な
く
と
も
、
中
世
に
存
在
が

確
認
さ
れ
る
閣
東
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る
道
は
、
大
体
、
鎌
倉
道
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
道
を
文
献
の
高
か
ら

考
え
、
更
に
鎌
倉
大
道
と
文
書
に
あ
る
道
の
遺
構
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

一
、
坂
東
大
路

荘
園
の
四
至
を
記
し
た
文
書
に
、
大
道
、
小
選
、
大
路
、
小
路
、
時
な
ど
道

に
関
す
る
名
称
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
固
有
名
称
を
冠
し
た
も
の
も
多
い
。

式
浦
道
は
、
鎌
倉
か
ら
朝
比
奈
切
通
を
経
て
、
武
蔵
国
六
浦
に
達
す
る
道
を
さ

す
一
。
、
切
通
の
坂
を
下
り
た
所
の
集
落
は
大
道
と
呼
ぶ
。
大
道
に
は
、
室
町
時
代

主

に
は
大
道
の
関
が
設
け
ら
れ
、
称
名
寺
が
関
銭
を
徴
収
し
て
い
た
。
現
存
地
名

で
確
実
に
室
町
時
代
に
ま
で
遡
る
事
が
出
来
、
叉
、
大
道
と
い
う
字
名
で
各
地

に
散
見
す
る
地
名
が
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

平
安
末
期
の
史
料
で
、
下
総
司
相
馬
御
厨
に
関
連
す
る
五
通
の
文
書
に
は
、

一am斗
}

御
厨
の
四
至
が
示
し
て
あ
る
Q

(

五
通
の
内
、
四
歪
が
同
じ
も
の
が
二
通
あ
る

の
で
、
四
種
類
の
四
至
が
あ
る
)
大
治
五
年
六
月
十
一
日
付
、
平
経
繁
私
領
寄

進
状
案
で
は
、
「
西
限
廻
谷
井
東
大
路
」
と
あ
る
。
永
暦
二
年
正
月
付
、
源
義

宗
寄
進
状
案
で
は
、
「
南
限
坂
東
大
路
」
と
あ
る
o

前
者
に
つ
い
て
、
『
下
総

旧
事
考
』
は
、
「
我
孫
子
ヨ
リ
野
田
・
流
山
等
ニ
出
ル
原
野
エ
南
ヨ
リ
北
エ
ノ

大
道
ア
リ
」
と
し
て
い
る
。
我
孫
子
か
ら
流
山
は
西
南
方
向
、
野
田
は
西
北
方

向
に
あ
た
る
。
従
フ
て
東
大
路
と
は
、
我
孫
子
付
近
に
あ
る
の
で
は
な
く
。
こ

こ
か
ら
西
へ
行
く
と
我
孫
子
・
野
田
を
結
ぶ
南
北
走
ず
る
道
に
出
る
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
。
但
し
西
限
に
大
路
が
あ
る
の
は
、
こ
の
文
書
だ
け
で
、
他
は
全

部
南
限
に
あ
る
。

坂
東
大
路
と
あ
る
文
書
に
は
、
御
厨
の
位
置
を
相
馬
郡
布
施
郷
と
し
て
い
る
。

吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
典
』
坂
東
編
で
は
、
布
施
郷
を
、
東
葛
飾
郡
と
南

相
馬
郡
の
二
ケ
所
挙
げ
て
い
る
。
前
者
の
付
近
に
意
部
郷
が
あ
り
、
こ
こ
を
『
延

喜
式
』
の
於
賦
駅
と
比
定
し
て
い
る
。
更
に
『
類
緊
三
代
格
』
承
和
二
年
六
月

廿
九
日
付
太
政
官
符
の
「
応
造
浮
橋
布
施
屋
井
置
渡
船
事
」
を
引
用
し
て
い
る
。

下

一

一

一

中

上

こ
の
時
、
布
施
屋
が
造
ら
れ
た
の
は
、
墨
俣
河
の
左
右
、
す
な
わ
ち
両
岸
だ
が

そ
れ
は
、
交
通
量
が
多
い
の
に
船
数
が
少
な
く
橋
も
な
い
の
で
、
増
水
の
時
な

ど
争
い
が
多
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
布
施
と
は
、
こ
の
様
な
渡
河
上
の
重
責
京

地
氏
関
連
す
る
地
名
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
説
明
に
従
え
ば
、
坂
東
大
路
は
、

交
通
由
一
一
塁
の
多
い
幹
線
道
路
で
、
御
闘
の
一
南
端
を
通
過
し
て
、
や
が
て
常
陸
川

(
現
在
の
利
根
川
)
を
渡
っ
て
常
陸
国
府
へ
達
し
て
い
た
道
と
言
え
よ
う
。

御
厨
に
関
係
す
る
千
葉
介
常
胤
は
、
や
が
て
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
る
。
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坂
東
大
路
は
、
中
世
に
は
鎌
倉
道
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
奥
大
道

中
世
の
関
東
と
陸
奥
を
結
ぶ
道
は
、
文
治
五
年
七
月
に
始
っ
た
源
頼
朝
の
奥

州
討
伐
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
道
筋
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
古

多
橋
駅
八
現
在
の
宇
都
宮
)
を
通
り
、
白
河
関
か
ら
控
奥
に
入
っ
た
。
八
月
一

一
一
日
に
は
、
多
賀
国
府
へ
到
着
し
て
い
る
。
こ
こ
で
海
道
の
大
将
軍
千
葉
介
常

胤
が
逢
隈
河
(
阿
武
隈
川
)
を
渡
フ
て
合
流
し
た
。
常
胤
の
進
軍
し
た
道
は
、

頼
朝
の
進
軍
し
た
山
道
に
対
す
る
海
道
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
後
に
も
う
一
度

触
れ
る
。

多
賀
国
府
で
は
、
藤
原
泰
衝
の
所
在
が
判
ら
ず
、
一
四
日
に
小
山
朝
政
・
宗

政
・
朝
光
・
下
河
辺
行
平
ら
は
、
別
行
動
を
と
コ
て
国
府
中
山
の
物
見
岡
氏
向

い
、
一
方
、
頼
朝
は
、
泰
衝
が
玉
造
郡
に
い
る
と
い
う
情
報
に
従
っ
て
、
そ
こ

へ
向
っ
た
。
結
局
、
小
山
朝
政
兄
弟
ら
の
方
に
は
戦
果
が
な
く
、
彼
ら
が
頼
朝

に
合
流
す
る
時
、
大
道
を
経
て
ゆ
く
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
支
道
、
或
は
横

道
に
そ
れ
た
彼
ら
が
、
幹
線
道
路
を
進
軍
す
る
頼
朝
の
軍
勢
に
合
流
す
る
た
め

幹
線
道
路
に
も
ど
っ
て
ゆ
く
事
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
一
七
日
条
に
は
、
藤
原
清
衝
が
、
か
つ
て
白
河

弱
か
ら
津
軽
郡
外
浜
ま
で
廿
余
ケ
ヨ
の
行
程
の
道
に
、
一
町
毎
に
金
色
の
阿
弥

陀
如
来
像
を
描
い
た
卒
都
姿
を
建
て
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述

の
大
道
と
一
致
す
る
道
と
思
わ
れ
る
。

(一5)

こ
の
道
は
、
鎌
倉
幕
府
追
加
法
に
あ
る
奥
大
道
と
も
考
え
ら
れ
る
。

近
日
出
羽
陸
奥
国
夜
討
強
盗
蜂
起
之
問
、
往
還
之
輩
、
荷
主
頃
之
由
風
間
、

尤
不
便
、
是
偏
郡
郷
地
震
等
、
背
先
筒
下
知
、
無
沙
汰
之
所
致
也
、
甚
無
其

依ー篭謂
ν仰一置一、

執悪早
正達一党柴
嘉如之田
二レ件所郡
年々内
八、知

月 レ不行
廿 ー可宿
目見々
開

一隠一造
之一宿
旨直
、屋

可ν 
被

一召

ム
甘
結
番
、

殊
訂
い
ム
ー
習
毘
一
也
、
且

沙
汰
人
等
起
請
文
者
、

相(武(
模政蔵長
守ぢ守号
半IJ 判j

阿
波
前
司
殿

ヘ6
J

右
の
文
書
中
、
「
先
御
下
知
」
と
あ
る
の
が
、
建
長
八
年
の
追
加
法
、
を
さ
す
。

亡
の
冒
頭
部
分
に
、
「
奥
大
道
夜
討
強
盗
事
」
と
あ
る
。
柴
田
郡
は
、
阿
武
隈

ん
が
、
阿
武
寝
山
地
の
西
麓
を
北
流
し
、
向
山
地
の
北
端
で
次
第
に
北
東
方
向

に
流
路
を
か
え
、
仙
台
平
野
南
端
に
流
れ
込
む
付
近
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
奥

大
道
で
は
、
夜
討
強
盗
の
警
固
を
沿
道
の
地
頭
に
課
し
、
結
番
を
し
て
、
宿
直

を
さ
ぜ
て
い
る
。
他
に
も
、
例
え
ば
、
永
仁
四
年
五
月
廿
日
の
追
加
法
に
も
悪

ヘ7
〕

党
を
打
つ
た
め
の
大
道
警
固
の
事
が
み
え
て
い
る
。
道
路
の
維
持
は
、
軍
事

道
路
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
だ
け
に
、
御
家
人
の
重
要
な
負
担
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
o
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文
永
二
年
三
月
五
日
の
追
加
法
で
は
、
鎌
倉
で
、
家
の
前
の
大
路
に
土
盛
を

し
て
家
屋
を
作
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
/
文
、
仁

治
三
年
正
月
一
五
日
の
追
加
法
に
は
、

一
、
大
路
事

右
或
称
国
自
国
作
、
或
号
立
在
家
、
令
狭
条
、
尤
自
由
也
、
早
仰
其
通
行

事
一
、
任
省
一
止
之
一

と
あ
る
o
守
〉
家
屋
を
建
て
る
た
め
、
大
路
を
掘
上
げ
る
と
い
う
事
は
、
元
来
、

道
路
が
宅
地
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
事
を
一
不
す
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
o

鎌

倉
内
の
道
路
に
関
し
て
は
、
梶
原
景
時
、
八
田
知
家
が
、
処
罰
の
方
法
と
し
て
道



路
づ
く
り
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年
一
一
月
三
日
条
に
は
、
大
洪
水
で
道
路
が
冠
水
し
た

事
が
み
え
て
い
る
。
同
じ
く
建
長
二
年
六
月
三
日
条
に
は
、
六
浦
道
・
山
内
道

の
土
石
が
、
集
落
を
埋
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
砂
崩
れ
で
付
近
の
家
屋
が

被
害
を
受
け
た
事
を
示
し
て
い
る
。

関
東
で
は
な
い
が
、
安
芸
園
高
田
郡
三
田
・
風
早
両
郷
に
関
し
て
、
保
延
五

年
六
月
の
藤
原
成
孝
譲
状
に
、
そ
の
四
至
と
し
て
、

東
限
小
上
山
三
田
方
本
垣
木
坂
風
草
方

回
、
志
道
横
三
田
方
妙
覚
寺
風
車
方

と
あ
る
o
Q
O

南
限
加
留
賀
安
北
郡
堺
西
限
士
口

北
限
大
江
丸
山
中
道
石
畳

西
限
の
吉
田
志
道
の
横
と
は
、
そ
の
道
の
濯
木
の
あ
る
所
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
北
限
に
は
、
西
限
の
道
路
状
況
を
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
石
畳

が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
様
な
工
事
、
或
は
前
述
し
た
冠
水
、
土
砂
崩
れ
な

ど
に
よ
る
道
路
建
設
、
修
築
は
、
相
当
な
負
担
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
科

の
あ
っ
た
も
の
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
事
で
知
ら
れ
る
。
更
に
実
際

κ、
労
役
に

従
事
す
る
の
は
、
配
下
の
農
民
た
ち
で
あ
り
、
御
家
人
の
百
姓
使
役
は
苛
酷
で

(
u
u
 

あ
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
頼
朝
が
進
軍
し
た
道
が
山
道
で
あ
り
、
常
胤
の
方
は
、

海
道
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
海
道
を
、
南
北
朝
時
代
に
は
東
海
道
と
呼
ん
で
い

る
。
延
元
二
年
二
一
月
の
岩
城
郡
国
魂
太
郎
兵
衛
尉
行
泰
合
戦
目
安
に
よ
る
と
、

当
年
三
月
一

O

B

4一
宇
都
宮
一
霊
山
御
楯
靖
子
当
手
J
命
事
よ
塁
、
次
東

海
道
行
方
郡
小
池
楯
、
大
将
之
御
共
強
申
刻
出
民
御
敵
連
々
開
設
一
散
々

合
戦
之
軍
申
事

と
あ
る
。
文
、
異
国
二
年
九
月
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
記
畠
親
房
御
教
書
に

は
、
「
東
海
道
エ
て
も
、
高
野
辺
ニ
て
も
、
又
那
須
界
へ
一
一
て
も
」
と
あ
る
。
〈
お
)

行
方
郡
小
池
楯
は
、
宮
城
県
相
馬
郡
鹿
島
町
小
池
に
あ
た
る
。
高
野
は
、
当

時
、
高
野
郡
と
呼
ば
れ
、
矢
築
宿
が
あ
フ
た
0

〈
川
崎
)
こ
の
矢
築
は
、
福
島
県
東
白

川
郡
棚
倉
町
八
槻
で
、
こ
の
道
は
、
久
慈
川
ぞ
い
の
道
で
あ
る
。
一
方
、
観
応

二
年
一

O
月
廿
六
日
の
吉
良
貞
家
書
下
状
に
も
、
「
陸
奥
国
東
海
道
守
護
之
事
」

と
あ
り
入
日
)
東
海
道
と
い
う
名
称
が
、
伊
達
郡
霊
山
城
に
い
た
南
朝
方
だ
け
の

呼
称
で
な
く
、
地
域
的
呼
称
と
し
て
通
用
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
又
、
古
代

官
道
の
系
譜
を
引
く
東
海
道
と
も
異
な
る
。

三
、
鎌
倉
大
道

鎌
倉
道
と
は
、
鎌
倉
へ
通
ず
る
主
要
な
道
を
い
い
、
時
代
的
に
は
、
小
田
原

が
後
北
条
氏
の
本
城
と
し
て
関
東
の
中
心
と
な
り
、
次
第
に
幹
線
道
路
と
し
て

の
機
能
を
小
田
原
へ
の
道
に
取
フ
て
か
わ
ら
れ
、
や
が
て
江
戸
が
中
心
に
な
る

ま
で
の
中
世
全
体
を
通
し
た
期
聞
に
存
在
し
た
関
東
と
そ
の
周
辺
の
道
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
道
は
、
鎌
倉
道
と
し
て
分
類
出
来
る

で
あ
ろ
う
。
私
は
か
ヲ
で
、
下
総
結
城
氏
の
居
館
祉
に
つ
い
て
述
べ
た
時
に
、

居
館
社
周
辺
の
中
世
古
道
に
つ
い
て
概
略
的
に
言
及
し
た
。
(
お
〉
そ
れ
は
、
栃
木

県
小
山
市
内
の
鎌
倉
道
と
い
う
小
字
名
と
、
武
蔵
金
沢
称
名
寺
の
荘
園
寄
進
状

に
あ
る
鎌
倉
大
道
に
関
し
て
の
も
の
だ
っ
た
。
次
に
関
連
地
名
も
多
い
の
で
文

(

刀

)

書
を
あ
げ
る

寄
進

下
総
国
結
城
郡
下
方
内
毛
呂
郷
西
毛
呂
河
農
西
岸
次
、
限
祉
大
町
堺
武
井
堺

子

呂

判

農

堰

再

編

録

、

限

言

々

間

堀

於

上

仁

殺

聾

右

一

毛

且

中

村

生
時
口
堤
東
口
小
橋
下
与
利
溝
堀
於
上
仁
、
彼
小
橋
東
爪
堺
、
其
明
暗
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腕
官
尾
崎
与
志
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文
書
中
の
地
名
の
大
体
は
、
大
字
と
し
て
現
存
す
る
。
中
村
原
は
な
い
が
、

大
字
東
茂
呂
の
小
字
に
中
村
が
あ
る
。

毛
呂
郷
の
鎌
倉
大
道
は
、
大
体
、
主
要
地
方
道
結
城
野
回
線
の
西
側
約
百

i

二
百
米
前
後
の
所
を
平
行
し
て
分
布
す
る
。
諸
川
へ
入
る
と
伝
承
は
な
く
な
る
。

伝
承
さ
れ
て
い
る
道
に
は
、
阿
部
正
道
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
形
状
を

工

、

。

(

ゆ

)

日

明
瞭
に
残
し
て
い
る
所
は

T
L

武
井
字
海
道
害
付
近
で
は
畑
の
畔
道
を
鎌

倉
街
道
と
呼
ん
で
い
る
。
(
却
)
武
井
の
香
取
神
社
の
す
ぐ
西
側
を
通
過
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
道
幅
は
約
二
米
あ
る
。
南
方
の
武
井
字
多
阿
付
近
は
比
較
的
長

く
残
存
し
て
い
る
。
畔
道
や
舗
装
道
路
に
な
っ
た
所
も
あ
り
、
桑
畑
と
雑
木
森

の
間
に
あ
る
所
は
、
幾
分
、
濠
状
の
な
ど
り
の
よ
う
に
両
側
が
高
く
な
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
。
こ
こ
の
道
幅
は
約
一
・
七
米
あ
る
。
北
南
茂
呂
字
稲
荷
前
、

本
田
、
本
田
前
は
、
昭
和
五
一
一
一
年
一
一
月
の
調
査
時
に
、
そ
の
北
方
部
分
は
道

幅
拡
張
工
事
を
し
て
な
り
、
南
方
部
分
は
、
畔
道
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
し
か

し
一
二
月
末
の
謂
査
時
に
は
、
土
地
改
良
事
業
の
た
め
消
滅
し
て
い
た
。
毛
呂

郷
よ
り
北
の
上
成
で
は
宅
地
造
成
が
行
な
わ
れ
た
ば
か
り
で
、
鎌
倉
道
は
消
滅

し
た
が
、
伝
承
は
さ
れ
て
い
る
。

園
、
わ
お
り
に

他
の
地
域
で
鎌
倉
還
の
伝
承
を
も
っ
所
を
若
干
触
れ
て
念
く
。

東
京
都
町
田
市
山
崎
町
は
、
七
園
山
の
北
麓
で
、
こ
こ
に
は
薬
研
の
形
状
が

残
さ
れ
て
い
る
。
現
状
は
、
下
幅
約
二
・
二
米
、
上
幅
八
・
八
米
、
深
さ
色
一
・

八
米
あ
っ
た
。
猿
島
郡
総
和
町
で
は
、
上
辺
見
か
ら
南
へ
思
案
橋
、
砂
井
、
前

林
と
続
い
て
い
る
。
道
は
女
沼
川
と
向
堀
川
の
聞
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
上
に
あ

る
。
大
体
、
補
装
さ
れ
て
い
る
。
女
沼
の
本
郷
に
あ
る
香
取
神
社
北
方

κあ
る

東
北
新
幹
線
脇
の
雑
木
林
中
の
道
は
、
道
幅
約
二
・
二
米
で
あ
る
。
又
、
前
林

中
坪
の
東
光
寺
前
は
、
小
字
名
が
大
道
で
あ
る
。
向
堀
川
の
西
側
に
あ
る
南
北

に
長
い
水
田
地
帯
(
か
つ
て
大
山
沼
と
呼
ん
だ
)
を
越
え
た
所
も
鎌
倉
街
道
と

呼
ぶ
道
が
あ
り
、
上
辺
見

i
前
林
の
道
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
道
は
、
中
世
の
文
献
に
は
他
の
名
称
で
み
ら
れ
る
事
が
多
く
、
更
に
幹

線
道
路
以
外
に
も
、
伝
承
を
持
つ
道
が
か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
え
J

か。

字
名
を
手
掛
り
と
し
た
場
合
、
大
道
が
一
つ
の
拠
り
所
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(
東
京
・
豊
島
岡
女
子
高
校
)

注

(
1
)
阿
部
正
道
「
鎌
倉
の
古
道
」
鎌
倉
国
宝
館
論
集
第
二

「
鎌
倉
街
道
に
つ
い
て
ー
そ
の
分
布
と
遺
跡
l
」
『
人
文
地
理
学
の
諸
問

題
小
牧
実
繁
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
一
九
六
八

(
2
)
『
吾
妻
鏡
』
仁
治
二
年
四
月
五
日
条
に
「
六
浦
道
被
造
始
」
と
あ
る
。
吾

妻
鏡
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
同
年
五
月
一
四
日
条
に
は
「
六
浦
路
」

と
あ
る
。

一
九
五
八
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(
3
)
応
永
品
川
二
年
一
一
月
一
六
日
称
名
寺
雑
掌
目
安
『
金
沢
文
庫
古
文
書

第
七
輯
』
所
務
文
書
編
所
収
第
五
六
五
八
号
文
書

(
4
)
大
治
五
年
六
月
一
一
日
下
総
権
介
平
経
繁
私
領
寄
進
状
案
『
平
安
遺

文
』
第
五
巻
所
収
第
二
一
六
一
号
文
書
。
天
養
二
年
三
月
一
一
日
源

某
寄
進
状
案
同
書
第
六
巻
第
二
五
回
九
号
文
書
。
久
安
二
年
八
月

?
0

日
下
総
国
平
常
胤
寄
進
状
同
書
第
六
巻
第
二
五
八
六
号
文
書
永
暦

二
年
正
月
日
源
義
宗
寄
進
状
案
同
書
第
七
巻
第
三
三
二
号
文
書
。

永
暦
二
年
二
月
廿
七
日
下
総
権
介
平
常
胤
解
状
案
同
書
第
七
号
巻
第
三

一
三
九
号
文
書
。
以
上
の
う
ち
、
平
常
胤
の
二
通
が
、
四
至
が
同
じ
で
あ
る
。



鎌
倉
幕
府
追
加
法

(

5

)

正
嘉
二
年
八
月
廿
日
出
羽
陸
奥
夜
討
強
盗
事

中

世

法

制

史

料

集

第

一

巻

鎌

倉

幕

府

法

所

収

(
6
)
建
長
八
年
六
月
二
日
奥
大
道
夜
討
強
盗
事
前
出
す
)
と
同
書

(
7
)
永
仁
四
年
五
月
廿
白
警
固
方
々
大
道
末
可
打
止
悪
党
事
前
出
す
)
と

同
書

(
8
)
文
永
二
年
三
月
五
目
前
出

τ)と
同
書

(
9
)
仁
治
三
年
正
月
一
五
日
新
御
成
敗
状
前
出
す
)
と
問
書

(
凶
)
保
延
五
年
六
月
日
藤
原
成
孝
譲
状
『
平
安
遣
す
合
第
六
巻
第
二
四
一

O
号
文
書

(

H

)

文
応
元
年
一
二
月
廿
五
日

京
上
役
事
前
臥

恋
一
去
一
銭
唱
一
-4
夫
駄
一
五
百
多
用
途
於
貧
民
等
、

虫
明
法
議
責
於
諸
庄
吃
問
、
百
姓
等
及
-
官
僚
一
小
一
安
堵
一
由
、
遍
右
京
開
一
、

(
以
下
略
)
」
と
あ
る
。

前
出
す
)
と
同
書

こ
の

追
加
法
に
「
諸
国
御
家
人

(
ロ
)
延
元
二
年
一
二
月
日
国
魂
行
泰
箪
忠
状

県

平

市

)

栃

木

県

史

史

料

編

・

中

世

三

所

収

(
日
)
北
畠
親
一
房
御
教
書
相
楽
文
書
(
福
島
県
須
賀
川
市
)
前
出
官
)
と
同
書

(
H
)
延
元
二
年
八
月
廿
六
日
相
馬
平
軍
忠
状
相
馬
文
書
前
出
(
墓
と

同
書
こ
の
文
書
に
「
陸
奥
園
高
野
郡
内
矢
築
宿
」
と
あ
る
。

(
日
)
観
匹
二
年
一

O
月

廿

六

日

吉

良

貞

家

書

下

状

相

馬

文

書

前

出

Z

と
同
書

(
日
)
拙
稿
「
中
世
結
城
の
歴
史
地
理
的
考
察
i
城
館
遺
構
を
中
心
と
し
て
|
」

国
学
院
雑
誌
第
七
九
巻
九
号
所
収
一
九
七
八
二
四

1
二
五
頁

(
口
)
元
享
元
年
八
月
沙
弥
暁
尊
寄
進
状
案
金
沢
文
庫
古
文
書
第
七
輯

大
国
魂
神
社
文
書
(
福
島

所
務
文
書
編
所
収
第
五
コ
二

O
号
文
書

(
路
)
こ
の
付
近
の
地
誌
に
つ
い
て
は
「
将
門
記
」
が
参
考
に
な
る
。

徳
「
将
門
地
誌
」
一
九
七
二
の
考
証
が
あ
る
。

(
凶
)
前
出

T)
「
鎌
倉
街
道
に
つ
い
て
」
一
一
一
一
頁

(
却
)
北
南
茂
呂
の
小
字
に
街
道
東
、
街
道
西
が
あ
り
、

ん
で
い
る
o

従
フ
て
字
名
は
新
し
い
。

赤
城
宗

結
城
野
回
線
を
は
さ

24-




